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「スタ場」とは、「スタートの場」「スタディの場」「スターの場」を表しています。 校内新聞

大謝名小学校の正門を出て、左の方に写真の看板があ
るのに気づいていますか？「黄金宮（くがになー）」とは、
沖縄で初めて中国の歴史の本に名前が記された王様で、
「黄金宮」は察度の住んでいた場所です。去年は、察度
王が生まれて700年目でした。今年は生誕701年の年に

あたります。
察度は、多くのよいことを成しとげた

人で、宜野湾市の偉人（いじん）の一人で
もあります。しかし、言い伝えが多くて、
はっきりわからないことやナゾの多い王
様なのです。
察度王は、真志喜にある「森ぬ川」に

伝わる「羽衣伝説（はごろもでんせつ）」に
深い関わりがあります。
羽衣伝説を紹介します。

昔、奥間子（お
くましー）という人
がいたそうです。
この人が畑からの帰りに､森の川で手足を

洗っていると､みたことのない美しい着物が
木にかけてありました。奥間子はその着物
を見て「こんなに美しい着物を着る人はこ
こらにはいないけどなぁ。めずらしい物だ
から我が家の宝物にしよう」と思い、家に
持ち帰って、蔵の中に隠しました。

（文責：玉村かおり）

察度（さっと）の伝説

のちに中山王（ちゅうざんおう）となり、

中国と貿易をした

わぁ、びっじ～ん!!

２ページあります
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森の川でみずあびをしていた天女が帰
ろうとすると、自分の着物がなくなって
いました。
天女が着物を探しているときに、奥間

子が声をかけました。「着物がないなら、
私の着物をかしてあげよう」といって、
天女を家に連れて行きました。
やがて、二人は夫婦になって、女の子

と男の子が生まれました。
あるときに、姉が「こんなに泣いたら、

倉の中にある飛（と）び衣（ごろ
も）を着せてやらないよ。よし
よし泣くなよう」と、泣いた弟
をあやしていました。
これを聞いた天女は、倉にあ

った着物を見つけ、それをまと
って天に帰っていきました。
さて、このとき天女の子とし

て生まれた男の子が察度でした。
ある日、察度は勝連按司（かつれんあじ）

が娘むこを探しているという話を聞きつ
け、みずぼらしい格好で城へ行きました。
娘は、察度を見て「この人は徳がすぐ

れているので、この人の妻になります」
と言って、察度と結婚しました。
察度の家は謝名の黄金宮（くがになー）に

ありました。妻は、かまどの石が黄金、つまり金で
できていることに驚きましが、察度は「それは、畑
にたくさんある」と言いました。
察度は、ここから掘り出した金を鉄と交換して、

くわやへらをつくり、農家に配ったことでみんなか
ら信頼されるようになりました。
そして、伊祖城の按司になり、浦添城の按司にな

り、中山王になりました。
その後、察度は、中国との貿易やアジアの国々と

の交流をはじめ、他の国のよさを工夫して取り組み
ました。このことは、琉球の人々のくらしや文化を豊かなものにしてくれました。

どうしよう･･･

うちにおいで

泣いたら、倉の中
にある飛び衣（羽
衣）を着せてやら
ないよ。よしよし、
泣くなよう

察度さま、
これは黄金です！

それなら、畑に
たくさんあるよ


